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半原操り人形浄瑠璃を奉納
４月11日、日吉町の日吉神社で、県重要無形文化

財「半原操り人形浄瑠璃」の奉納が行われました。
地元中学生による「素踊り」が披露されたあと、

半原操り人形浄瑠璃保存会のメンバーが三味線や鼓、
笛などのお囃子に合わせて3対の人形を巧みに操る姿
に、地元住民らから大きな拍手が起こっていました。

主な内容



生
涯
学
習
の
推
進
に
ご
協
力
い
た
だ
く 

　
　
　
　
委
員
の
皆
さ
ん
が
決
ま
り
ま
し
た 
生
涯
学
習
の
推
進
に
ご
協
力
い
た
だ
く 

　
　
　
　
委
員
の
皆
さ
ん
が
決
ま
り
ま
し
た 

社
会
教
育
委
員 

化
石
博
物
館
協
議
会
委
員 

化
石
監
視
委
員 

公
民
館
運
営
審
議
会
委
員 

捜
し
て
い
ま
す
！ 

　
市
内
中
学
校
学
生
帽
子 

捜
し
て
い
ま
す
！ 

　
市
内
中
学
校
学
生
帽
子 

　
次
の
皆
さ
ん
に
社
会
教
育
委
員
、
公
民
館
運
営
審
議
会

委
員
、
化
石
博
物
館
協
議
会
委
員
、
化
石
監
視
委
員
、
自

然
ふ
れ
あ
い
館
運
営
委
員
、
体
育
指
導
委
員
を
委
嘱
し
ま

し
た
。
生
き
が
い
を
持
ち
、
豊
な
活
力
を
生
み
出
す
よ
う

な
人
づ
く
り
、
ま
ち
づ
く
り
を
実
現
す
る
た
め
、
そ
れ
ぞ

れ
の
立
場
で
瑞
浪
市
の
生
涯
学
習
の
充
実
に
ご
協
力
い
た

だ
き
ま
す
。 

　
瑞
浪
市
の
社
会
教
育
全
般
に
つ
い
て
審
議
し
、
助
言
し

て
い
た
だ
き
ま
す
。 

　
　
　
　
　
（
任
期
２
年
　
敬
称
略
） 

稲
垣
　
春
吉
（
瑞
浪
・
土
岐
・
明
世
地
区
） 

勝
股
　
清
治
（
稲
津
地
区
） 

山
田
　
秀
樹
（
陶
地
区
） 

福
沢
　
照
夫
（
釜
戸
・
大
湫
地
区
） 

玉
田
　
　
宏
（
日
吉
地
区
） 

伊
藤
　
洋
子
（
家
庭
教
育
活
動
者
） 

佐
々
木
浩
美
（
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
） 

井
澤
　
康
樹
（
学
識
経
験
者
） 

加
藤
美
知
代
（
子
ど
も
会
連
合
会
） 

三
輪
　
武
彦
（
青
年
会
議
所
） 

木
村
　
一
郎
（
校
長
会
） 

   

　
公
民
館
の
事
業
の
企
画
・
実
施
に
つ
い
て
調
査
・
審
議

し
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

　
　
　
　
　
（
任
期
２
年
　
敬
称
略
） 

土
屋
　
拙
子
（
瑞
浪
地
区
） 

加
藤
　
弘
恭
（
土
岐
地
区
） 

山
内
　
賢
司
（
明
世
地
区
） 

加
納
　
牧
雄
（
稲
津
地
区
） 

小
木
曽
光
美
（
陶
　
地
区
） 

安
江
　
洋
子
（
釜
戸
地
区
） 

桐
井
　
勝
子
（
大
湫
地
区
） 

田
中
　
　
實
（
日
吉
地
区
） 

西
尾
佐
記
子
（
公
民
館
利
用
団
体
） 

加
藤
　
純
子
（
公
民
館
事
業
協
力
者
） 

伊
藤
　
一
好
（
学
識
経
験
者
） 

   

　
化
石
博
物
館
の
運
営
に
つ
い
て
審
議
し
、
助
言
し
て
い

た
だ
き
ま
す
。
（
任
期
２
年
　
敬
称
略
） 

中
島
　
　
恬
（
学
識
経
験
者
） 

冨
田
　
　
進
（
学
識
経
験
者
） 

伊
藤
　
洋
輔
（
学
識
経
験
者
） 

足
立
　
　
亘
（
社
会
教
育
関
係
者
） 

松
本
　
光
男
（
学
校
教
育
関
係
者
） 

   

　
岐
阜
県
と
瑞
浪
市
の
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
て
い
る

化
石
産
地（
土
岐
町
・
明
世
町
）を
、
盗
掘
や
破
壊
か
ら
守

る
た
め
、
監
視
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
（
任
期
１
年
　

敬
称
略
） 

内
田
　
輝
夫
（
土
岐
町
） 

太
田
　
豊
司
（
土
岐
町
） 

宮
地
　
省
一
（
土
岐
町
　
桜
堂
区
長
） 

日
比
野
好
美
（
土
岐
町
　
清
水
区
長
） 

奥
村
　
昭
文
（
明
世
町
） 

佐
々
木
重
和
（
明
世
町
　
月
吉
区
長
） 

伊
藤
　
壽
彦
（
明
世
町
　
戸
狩
区
長
） 

伊
藤
　
征
史
（
明
世
町
　
山
野
内
区
長
） 

2平成16年５月１日



自
然
ふ
れ
あ
い
館
運
営
委
員 

体
育
指
導
委
員 

瑞
浪
地
区 

土
岐
地
区 

陶
　
地
区 

稲
津
地
区 

明
世
地
区 

日
吉
地
区 

大
湫
地
区 

釜
戸
地
区 

学
　
　
校 

捜
し
て
い
ま
す
！

捜
し
て
い
ま
す
！ 

　
市
内
中
学
校
学
生
帽
子

　
市
内
中
学
校
学
生
帽
子 

捜
し
て
い
ま
す
！

捜
し
て
い
ま
す
！ 

　
市
内
中
学
校
学
生
帽
子

　
市
内
中
学
校
学
生
帽
子 

捜
し
て
い
ま
す
！ 

　
市
内
中
学
校
学
生
帽
子 

ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク 

ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク 

市
之
瀬
廣
太
記
念
美
術
館 

「
浮
島
の
幻
想
」
展
に
よ
せ
て 

廣
太
氏
が
究
極
的
に
目
指
し
た 

　
　
　
　
　
「
心
象
的
具
象
彫
刻
」
の
世
界 

『
浮
島
の
幻
想
』
展 

　
市
之
瀬
廣
太
記
念
美
術
館
で
は
、
５
月
１
日
か
ら
９
月

30
日
ま
で
の
間
「
浮
島
の
幻
想
」
展
を
行
い
ま
す
。 

　
「
浮
島
の
幻
想
」
と
は
１
９
８
４
年
、
そ
の
数
年
前
に

市
之
瀬
廣
太
が
妻
早
苗
と
訪
れ
た
、
北
海
道
の
摩
周
湖
の

中
央
に
浮
か
ぶ
小
さ
な
島
の
こ
と
が
頭
を
よ
ぎ
り
、
「
も

し
も
あ
の
島
に
心
が
あ
っ
た
な
ら
、
あ
の
島
は
何
を
考
え

て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
島
そ
の
も
の
を
女
性
像
と
し
て
、

そ
の
思
い
を
表
現
し
た
い
」
と
考
え
、
そ
れ
以
来
10
年
間

に
渡
り
20
点
を
超
え
る
「
浮
島
の
幻
想
」
を
テ
ー
マ
と
し

た
作
品
を
制
作
し
ま
し
た
。
今
回
は
そ
の
中
の
８
作
品
を

展
示
し
ま
す
。
是
非
一
度
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

 

　
「
浮
島
の
幻
想
」
展
に
合
わ
せ
て
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

を
開
催
し
ま
す
。 

　
市
之
瀬
廣
太
先
生
の
作
品
に
つ
い
て
の
お
話
や
、
先
生

本
人
の
こ
と
な
ど
、
ご
子
息
の
市
之
瀬
肇
氏
よ
り
聞
く
こ

と
が
で
き
ま
す
。
是
非
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。 

・
日
　
時
　
５
月
３
日（
月
）・
５
日（
水
）
と
も
に
13
時
〜 

・
解
説
者
　
市
之
瀬
　
肇
　
氏 

◎
問
合
せ
　
市
之
瀬
廣
太
記
念
美
術
館
　
1
６
８
‐
９
４
０
０ 

　
自
然
ふ
れ
あ
い
館
の
事
業
の
企
画
・
実
施
に
つ
い
て
調

査
・
審
議
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
（
任
期
３
年
　
敬
称
略
） 

中
島
　
　
恬
（
教
育
関
係
の
代
表
者
）
　 

吉
田
　
知
己
（
教
育
関
係
の
代
表
者
） 

大
畑
　
孝
二
（
知
識
経
験
を
有
す
る
者
） 

梅
村
　
正
靖
（
知
識
経
験
を
有
す
る
者
） 

山
口
　
清
重
（
知
識
経
験
を
有
す
る
者
） 

   

　
ス
ポ
ー
ツ
の
指
導
者
と
し
て
協
力
し
て
い
た
だ
く
と
と

も
に
、
地
域
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
の
た
め
に
ご
活
躍
い
た
だ

き
ま
す
。
（
任
期
２
年
　
敬
称
略
） 

 

松
井
　
文
子
・
虎
沢
と
し
み
・
纐
纈
　
祐
介 

 

梶
田
　
静
子
・
丹
羽
　
信
三
・
兼
松
　
昭
平 

大
津
史
保
子 

 

鈴
木
　
三
郎
・
小
木
曽
敏
明
・
御
苗
　
祐
子 

 

柴
田
　
増
三
・
井
箟
　
久
長
・
武
山
百
合
子 

 

松
原
　
昭
彦
・
安
藤
　
　
功 

 

小
栗
多
佳
子
・
安
藤
　
和
徳
・
渡
辺
由
美
子 

　
　
　
　
　
桐
井
　
敬
子 

 

安
藤
　
知
幸
・
稲
葉
　
貴
文
・
有
我
た
か
子 

　
　
　
　
　
古
井
　
寛
一 

　
市
内
全
て
の
中
学
生
が
学

生
帽
子
を
か
ぶ
ら
な
く
な
っ

て
今
年
で
十
年
余
に
な
り
ま

す
。
戦
後
中
学
校
が
で
き
た

と
き
、
白
線
の
学
生
帽
子
は

新
し
い
時
代
の
象
徴
で
し
た
。

そ
れ
か
ら
五
十
余
年
、
時
代

の
変
化
の
中
で
学
生
帽
子
も

役
割
を
終
え
ま
し
た
。 

　
今
回
捜
し
て
い
る
学
生
帽

子
は
、
瑞
浪
中
学
校
、
瑞
陵

中
学
校
、
陶
中
学
校
、
稲
津
中
学
校
、
日
吉
中
学
校
、
釜

戸
中
学
校
、
明
世
中
学
校
、
土
岐
中
学
校
、
大
湫
中
学
校

の
９
校
の
校
章
付
き
の
も
の
で
す
。
校
章
バ
ッ
チ
だ
け
で

も
か
ま
い
ま
せ
ん
。 

　
み
な
さ
ん
の
家
の
ど
こ
か
に
学
生
帽
子
が
ひ
っ
そ
り
と

置
い
て
あ
り
ま
せ
ん
か
。
市
内
９
中
学
校
の
学
生
帽
子
が

全
部
そ
ろ
え
ら
れ
る
よ
う
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

　
な
お
、
小
学
校
や
高
等
学
校
の
学
生
帽
子
、
昭
和
25
年

以
前
の
作
文
や
学
習
ノ
ー
ト
、
日
記
帳
、
絵
な
ど
の
児
童

生
徒
作
品
も
あ
り
ま
し
た
ら
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。
ご
提

供
い
た
だ
け
な
い
場
合
は
、
記
録
だ
け
で
も
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。 

　
昨
年
度
は
一
年
間
で
350
点
余
り
の
生
活
用
具
の
提
供
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

今
年
度
も
昨
年
度
同
様
、
昔
の
生
活
用
具
の
提
供
も
お
願

い
し
ま
す
。 

◎
問
合
せ
　
瑞
浪
市
史
編
纂
室（
化
石
博
物
館
内
） 

1
６
８
‐
１
９
９
０ 

瑞浪市役所　1 68-21113



　
４
月
４
日
、
瑞
浪
市
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
で
、
瑞
浪
市
消
防
団
入
退
団
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
永
き
に
わ
た
り
活
躍
し
勇
退
さ
れ
た
、
工
藤
和
也
前
団
長
は
じ
め
58
名

の
み
な
さ
ん
本
当
に
ご
苦
労
さ
ま
で
し
た
。
瑞
浪
市
消
防
団
は
、
田
口
典
宏
団
長
を

迎
え
新
た
に
57
名
が
入
団
し
、
総
勢
441
名
体
制
で
活
動
し
ま
す
。 

 

団
本
部 

団
長
＝
工
藤
和
也 

第
１
分
団 

分
団
長
＝
市
川
靖
則
、
部
長
＝
田
中
一
成

班
長
＝
森
本
英
樹
、
永
田
慎
一
、
勝
股
義

和
、
小
木
曽
誠
、
小
栗
賢
二
、
団
員
＝
遠

山
博
隆
、
河
口
謙
吾
、
永
井
智
也
、
岩
島

健
一
、
鈴
木
敏
夫
、
大
竹
克
也
、
安
藤
智

幸
、
加
納
裕
輔
、
加
納
卓 

第
２
分
団 

副
分
団
長
＝
佐
藤
良
幸
、
班
長
＝
小
関
敦

規
、
団
員
＝
大
竹
寿
弘
、
本
田
千
尋
、
伊

藤
義
弘
、
纐
纈
琢
磨
、
小
栗
一
好
、
山
内

雅
彦 

第
３
分
団 

部
長
＝
安
藤
知
幸
、
小
木
曽
達
也
、
加
藤

満
治
、
班
長
＝
河
野
文
隆
、
中
島
健
一
、

団
員
＝
亀
津
誠
、
和
田
晃
一
、
井
上
明
、 

後
藤
祐
二
、
熊
谷
時
人
、
土
屋
尋
一
、
河

野
準
、
足
立
好
章
、
渡
辺
浩
敏
、
三
輪
功 

第
４
分
団 

副
分
団
長
＝
和
田
孝
、
班
長
＝
西
尾
佳
紀
、

勝
股
伸
一
、
団
員
＝
渡
辺
将
哲
、
田
中
哲

也
、
正
村
敏
郎
、
須
藤
智
也
、
稲
垣
光
良 

第
５
分
団 

部
長
＝
伊
藤
恵
一
、
門
野
哲
也
、
班
長
＝

羽
柴
昇
、
団
員
＝
杉
山
力
哉
、
伊
藤
彰
英 

河
野
多
加
志 

音
楽
隊 

団
員
＝
工
藤
博
幸
、
井
上
千
恵
子
、
伊
藤

有
希
、
荻
野
久
代 
  

第
１
分
団 

部
長
＝
愛
知
廉
三
、
班
長
＝
　
木
祥
吉
、

有
賀
英
雄
、
団
員
＝
三
浦
振
一
郎
、
渡
辺

亨
蔵
、
酒
井
圧
雄
、
橋
本
英
明
、
渡
邉
康

弘
、
今
井
浩
一
郎
、
林
聡
司
、
横
山
純
、

金
森
大
輔
、
伊
藤
廣
孝
、
橋
本
敦
史
、
加

納
英
太
郎
、
近
藤
拓
真
、
桑
原
直
也 

第
２
分
団 

副
分
団
長
＝
小
栗
好
彦
、
部
長
＝
大
竹
孝

史
、
小
栗
和
寿
、
班
長
＝
伊
藤
敏
彦
、
団

員
＝
村
瀬
貞
晴 

第
３
分
団 

副
分
団
長
＝
水
野
博
之
、
団
員
＝
長
崎
一

也
、
市
川
雅
仁
、
長
江
良
行
、
宮
地
伸
直
、

保
母
和
浩
、
足
立
真
司
、
足
立
直
之
、
舘

愼
俊
、
水
野
辰
英
、
西
戸
利
彦
、
土
本
昭

義
、
板
津
忠
実
、
藤
田
光
、
牧
野
嘉
尚
、

土
屋
正
勝 

第
４
分
団 

副
分
団
長
＝
二
村
博
之
、
団
員
＝
岩
島
正

治
、
岩
島
真
人
、
岩
島
敏
彦
、
安
藤
学
、

安
藤
栄
祐
、
宮
下
和
也
、
安
藤
明
夫
、
愛

知
千
永
、
勝
股
示 

第
５
分
団 

団
員
＝
西
尾
先
弘
、
景
山
智
之
、
稲
垣
政

人
、
永
井
裕
二
、
農
見
孝
之
、
小
木
曽
正

裕
、
加
知
広
志
、
近
藤
寿
充
、
加
藤
寛
之 

  

団
本
部 

団
長
＝
田
口
典
宏
、
副
団
長
＝
大
山
一
男
、 

　
木
正
光
、
副
分
団
長
＝
渡
邉
良
昌 

第
１
分
団 

分
団
長
＝
愛
知
忠
之
、
副
分
団
長
＝
成
瀬

浩
二
、
部
長
＝
三
輪
武
彦
、
中
里
建
史
、

班
長
＝
荻
原
龍
一
、
加
藤
博
史
、
仙
石
雅

大
、
　
嶋
剛 

第
２
分
団 

団
員
＝
奥
村
勝
彦
、
三
輪
和
年 

第
３
分
団 

分
団
長
＝
岸
本
卓
也
、
部
長
＝
花
房
康
司
、

安
江
利
明
、
安
藤
元
一
、
鈴
木
茂
雄
、
横

山
隆
久
、
班
長
＝
安
藤
貴
正
、
伊
藤
裕
、

伊
藤
勝
彦
、
足
立
康
明 

第
４
分
団 

部
長
＝
和
田
光
浩
、
班
長
＝
水
野
司
、
安

部
智
晴
、
水
野
正
直
、
工
藤
信
彦 

第
５
分
団 

部
長
＝
加
藤
忍
、
小
木
曽
孝
之
、
小
木
曽

雅
弘
、
鈴
木
一
、
班
長
＝
伊
藤
勝
章
、
樋

田
旨
生
、
佐
藤
好
弘
、
加
藤
英
寿
、
藤
田

直
基
、
小
池
規
夫
、
団
員
＝
西
尾
直
樹
、

重
田
卓
己
、
水
野
幸
造
、
岩
崎
琢
也 

退
団
者 

入
団
者 

階
級
変
更
者 

瑞
浪
市
消
防
団
入
退
団
式 

感謝状を受けとる工藤前団長 田口典宏団長 

退職金づくりは＜中退共＞で 退職金づくりは＜中退共＞で ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 
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　中小企業において退職金制度を設けたい場合は、安全・確実・有利な国の退職金制度「中退共制
度」をご利用ください。 
　制度についての問合せは、勤労者退職金共済機構　中小企業退職金共済事業本部　名古屋退職金
相談コーナー　　1052-681-8951

◆住宅の新築、増改築、修繕

および購入資金 
①市内に１年以上居住し、同
一事業所に１年以上継続し
て勤務している方 
②必要な自己資金を有し、安
定継続した年収がある方 
③融資対象住宅に同居親族を
有する成年者で、償還期間
満了時に65歳以下の方 

勤労者住宅資金融資 

◆生活費、教育資金、自動車

購入資金などの生活資金 
市内に１年以上居住し、事業
所に勤務している方 

勤労者生活資金融資 

◆運転資金または軽易な設備

資金 
①市内に店舗、工場または事
業所を有し、１年以上引き
続き同一事業を営み、常時
使用する従業員数が20人以
下の個人および法人の方 
②市民税が課税され、完納し
ている方 

５００万円 １００万円 １，０００万円 

中小企業小口資金融資 制　度　名 

資 金 使 途  

融資対象者  

限　度　額  

20年以内 ５年以内 ８年以内 融 資 期 間  

３.０４％ ２.４３％ ０.８％ 利 率  

原則として士地・建物保証人 金融機関の所定の方法による 無　担　保 担 保  

金融機関の所定の方法による 金融機関の所定の方法による 
原則として必要なし。市民税
所得割がない場合は必要 

保　証　人  

均等月賦返済または 
ボーナス併用返済 

一括返済または均等月賦返済 
もしくはボーナス併用返済 

一括返済または 
均等月賦返済 

返 済 方 法  

東海労働会庫 東海労働会庫 十 六 銀 行 
岐 阜 銀 行 
東濃信用金庫 
大垣共立銀行 

取扱金融機関 

0.2％以内で市の補助有り 
取扱金融機関までいけない方
は商工課へご連絡ください。 

取扱金融機関までいけない方
は商工課へご連絡ください。 

中小企業小口融資保証料特別
小口保険信用保証料率（年）
0.65％ 
無担保　保険信用保証料率
（年）0.94％ 

そ の 他  

瑞浪市金融制度のご案内（平成16年4月1日現在） 瑞浪市金融制度のご案内（平成16年4月1日現在） 

退職金づくりは＜中退共＞で 退職金づくりは＜中退共＞で 退職金づくりは＜中退共＞で ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

◎問合せ　商工課　1内線481・499

瑞浪市役所　1 68-21115



こ
ち
ら
は
広
報
み
ず
な
み
で
す 

みんなの広場みんなの広場みんなの広場

満
開
の
桜
の
下
で
リ
ハ
ビ
リ
体
操 

100
歳
の
長
寿
を
お
祝
い 

桜
堂
薬
師
で
大
般
若
例
大
祭 

　
４
月
９
日
、
同
12
日
に
100
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
た
釜

戸
町
の
安
藤
ゆ
う
さ
ん
を
、
　
嶋
市
長
が
訪
問
し
長
寿

の
お
祝
い
を
し
ま
し
た
。 

　
安
藤
さ
ん
は
釜
戸
町
の
「
み
ず
な
み
陶
生
苑
」
に
入

所
し
て
お
り
日
常
生
活
に
は
介
助
が
必
要
で
す
が
大
変

元
気
な
方
で
す
。
　
嶋
市
長
か
ら
「
お
元
気
で
す
ね
」

と
声
を
か
け
ら
れ
花
束
を
受
け
取
る
と
笑
顔
で
答
え
て

い
ま
し
た
。 

　
市
内
で
５
番
目
の
高
齢
者
と
な
る
安
藤
さ
ん
は
、
孫

２
人
、
ひ
孫
５
人
、
玄
孫
２
人
に
恵
ま
れ
、
長
寿
の
秘

訣
に
つ
い
て
聞
か
れ
る
と
、
娘
の
安
藤
ソ
ノ
さ
ん
は
「
野

菜
を
た
っ
ぷ
り
食
べ
、
好
き
嫌
い
な
く
何
で
も
食
べ
る

こ
と
で
す
。
考
え
方
が
プ
ラ
ス
思
考
で
、
自
分
の
こ
と

よ
り
他
人
の
こ
と
を
思
い
や
る
母
で
す
」
と
話
し
て
い

ま
し
た
。 

　
４
月
11
日
、
土
岐
町
の
桜
堂
薬
師
で
大
般
若
例
大
祭

が
行
わ
れ
、
地
元
区
民
ら
約
300
人
が
つ
め
か
け
ま
し
た
。 

　
こ
の
例
大
祭
は
、
桜
堂
区
で
毎
年
４
月
の
第
２
日
曜

日
に
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
、
同
区
の
子
ど
も
会
の
児

童
ら
が
３
台
の
み
こ
し
を
元
気
よ
く
担
ぎ
、
区
内
を
練

り
歩
い
た
あ
と
、
薬
師
本
堂
で
信
光
寺
の
土
岐
清
信
住

職
ほ
か
10
人
の
僧
侶
が
一
斉
に
経
本
の
転
読
を
行
い
ま

し
た
。
転
読
と
は
、
経
本
を
一
瞬
に
し
て
め
く
る
こ
と

で
読
ん
だ
の
と
同
じ
効
果
が
得
ら
れ
、
家
内
安
全
、
五

穀
豊
穣
な
ど
を
御
祈
祷
す
る
も
の
で
す
。 

　
例
大
祭
の
最
後
に
は
境
内
で
も
ち
投
げ
も
行
わ
れ
、

集
ま
っ
た
区
民
ら
は
縁
起
の
良
い
も
ち
を
、
た
く
さ
ん

拾
っ
て
い
ま
し
た
。 

　
４
月
８
日
、
土
岐
川
沿
い
に
あ
る
遊
歩
道
「
さ
く
ら

さ
く
ら
の
さ
ん
ぽ
み
ち
」
で
、
瑞
浪
病
院
の
療
養
型
病

床
群
に
入
院
中
の
患
者
や
そ
の
家
族
ら
約
70
人
が
参
加

し
て
春
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
同
病
院
で
は
、
普
段
外
出
す
る
機
会
の
少
な
い
入
院

患
者
に
気
分
転
換
に
な
れ
ば
と
、
リ
ハ
ビ
リ
を
兼
ね
て

昨
年
か
ら
気
候
の
良
い
こ
の
時
期
に
野
外
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。 

　
参
加
者
は
、
音
楽
に
合
わ
せ
て
リ
ハ
ビ
リ
体
操
を
し

た
あ
と
、
プ
ラ
ン
タ
ー
に
ひ
ま
わ
り
の
種
を
ま
い
た
ほ

か
、
大
正
琴
の
演
奏
に
合
わ
せ
て
「
春
の
小
川
」
な
ど

２
曲
を
合
唱
す
る
な
ど
し
て
、
春
の
日
差
し
と
満
開
に

咲
き
乱
れ
る
桜

を
楽
し
み
ま
し

た
。 

　
会
に
参
加
し

た
87
歳
の
患
者

さ
ん
は
、
「
外

に
出
て
桜
を
見

る
の
を
楽
し
み

に
し
て
い
ま
し

た
。
日
差
し
と

風
が
本
当
に
気

持
ち
い
い
で
す
」

と
笑
顔
で
話
し

て
い
ま
し
た
。 

6平成16年５月１日



こ
ち
ら
は
広
報
み
ず
な
み
で
す

こ
ち
ら
は
広
報
み
ず
な
み
で
す 

こ
ち
ら
は
広
報
み
ず
な
み
で
す 

５
月
の
夕
方
６
時
の
音
楽
は 

　
　
　
「 

野
ば
ら 

」
で
す 

◎
防
災
行
政
無
線
（
屋
外
放
送
）
は
、
窓
を
開
け
る
か
、 

　
外
へ
出
て
聴
い
て
く
だ
さ
い
。 

みんなの広場みんなの広場

深
沢
貴
船
神
社
で
獅
子
舞
奉
納 

「
バ
ー
ド
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
入
門
」 

　
‐
オ
オ
ル
リ
を
み
る
・
き
く
野
鳥
観
察
会
‐ 

宮前児童館 

木股碧羽ちゃん 
（２歳） 
稲津町萩原 

成瀬日向ちゃん 
（２歳） 
高月町 

あおば ひなた 

端
午
の
土
雛
祭
り
　
瑞
浪
陶
磁
資
料
館 

瑞
浪
芸
術
館
企
画
展 

◆
『
か
つ
み
　
ゆ
き
お
木
工
展
』 

　
　
　
　
　
　
　
‐
桧
の
木
に
よ
る
食
ま
わ
り
家
具
‐ 

◆
『
新
井
　
英
一
　
ラ
イ
ブ
　
　
』 

’04

　
竜
吟
の
森
恒
例
の
行
事
、
バ
ー
ド
ウ
ィ
ー
ク
の
今
回

は
、
春
に
繁
殖
に
や
っ
て
く
る
オ
オ
ル
リ
の
き
れ
い
な

さ
え
ず
り
と
美
し
い
姿
を
鑑
賞
し
ま
す
。 

・
日
　
時
　
５
月
15
日（
土
） 

　
　
　
　
　
　
９
時
30
分
〜
11
時
30
分 

・
内
　
容
　
竜
吟
峡
、
竜
吟
湖
で
の
野
鳥
観
察 

　
　
　
　
　
　
※
雨
天
時
は
野
鳥
の
講
話 

・
講
　
師
　
日
本
野
鳥
の
会
レ
ン
ジ
ャ
ー 

　
　
　
　
　
　
大
畑
　
孝
二
　
先
生 

・
定
　
員
　
30
人（
事
前
に
申
し
込
み
が
必
要
） 

・
持
ち
物
　
筆
記
用
具 

※
双
眼
鏡
、図
鑑
を
お
持
ち
の
方
は
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。 

・
参
加
費
　
100
円 

・
申
込
締
切
　
５
月
９
日（
日
） 

◎
申
込
・
問
合
せ
　
自
然
ふ
れ
あ
い
館 

　
　
　
　
1
６
３
‐
０
０
１
５
　
fax
６
３
‐
０
０
１
６ 

　
作
者
の
自
然
の
味
を
存
分
に
生
か
し
た
家
具
が
並
び
ま
す
。 

・
期
　
日
　
５
月
１
日（
土
）〜
５
月
７
日（
金
） 

・
時
　
間
　
10
時
〜
17
時 

・
入
館
料
　
無
　
　
料 

 

　
新
井
さ
ん
の
雄
雄
し
く
愛
に
満
ち
た
歌
声
を
、芸
術
館

の
か
や
ぶ
き
の
下
で
是
非
体
験
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。 

・
日
　
時
　
５
月
16
日（
日
） 

　
　
　
　
　
　
開
場
18
時
　
開
演
19
時 

・
入
場
料
　
前
売
り
４
０
０
０
円
　
当
日
４
５
０
０
円 

◎
問
合
せ
　
瑞
浪
市
稲
津
町
萩
原
　
１
２
２
０
‐
２ 

　
　
　
　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
瑞
浪
芸
術
館
　
1
６
６
‐
２
１
７
０ 

　
４
月
18
日
、
日
吉
町
の
貴
船
神
社
で
深
沢
獅
子
舞（
市

指
定
無
形
文
化
財
）の
奉
納
上
演
が
行
わ
れ
、
訪
れ
た

区
民
ら
約
200
人
が
獅
子
舞
の
踊
り
を
楽
し
み
ま
し
た
。 

　
約
300
年
前
の
元
禄
年
間
に
流
行
し
た
疫
病
の
退
散
を

祈
願
し
て
始
ま
っ
た
と
さ
れ
る
こ
の
獅
子
舞
は
、
現
在

で
は
町
内
安
全
、
豊
作
祈
願
の
祭
り
と
し
て
毎
年
こ
の

時
期
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。 

　
こ
の
日
は
、
深
沢
獅
子
舞
保
存
会（
渡
辺
良
生
会
長
）

に
よ
る
「
悪
魔
払
い
三
ッ
唄
」
が
上
演
さ
れ
、
笛
や
太

鼓
の
音
色
に
合
わ
せ
て
踊
る
獅
子
舞
に
、
観
客
か
ら
は

大
き
な
拍
手
が
沸
き
起
こ
っ
て
い
ま
し
た
。 

　
瑞
浪
陶
磁
資
料
館
で
は
６
月
５
日
ま
で
の
間
「
端
午

の
節
句
土
雛
祭
り
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。 

　
明
治
時
代
か
ら
戦
前
に
か

け
て
一
日
市
場
地
区
や
市
原

地
区
な
ど
で
は
土
雛
作
り
が

大
変
盛
ん
で
し
た
。
そ
の
当

時
に
作
ら
れ
た
精
巧
で
色
彩

豊
か
な
土
雛
が
約
140
体
展
示

さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
是
非
一
度
ご
覧
に
な
っ
て

く
だ
さ
い
。 

瑞浪市役所　1 68-21117
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・時　間 14時30分～16時
・演　題 「がん患者さんのスピリチュアルケア」
・講　師 川野雅資先生（かわの・まさし）

三重県立看護大学精神看護学教授
・参加費 会員無料・非会員500円
◎問合せ 東濃ホスピス研究会事務局

143-3923 永江まで

パートタイムで働きたいあなた、また現在働いて
いるあなたを応援するための講座です。
・日　時 ６月８日（火）13：30～15：00
・会　場 総合文化センター
・内　容 パート就労に役立つ基本知識や法律

社会保険、税金などの説明
・講　師 多治見公共職業安定所統括職業指導官

（財）21世紀職業財団岐阜事務所
雇用管理アドバイザー

・定　員 25名　　・受講料 無料
・締　切 ５月31日（月）
◎問合せ 商工課　1内線481

痴呆症や知的障害、精神障害等で判断能力が不十
分なために、福祉サービスの利用や日常的な金銭管
理に不安のある方の相談に応じます。是非ご利用く
ださい。（相談は無料です）
・日　時 ５月11日（火） 13時30分～16時
・場　所 市民福祉センター「ハートピア」
・相談員 東濃成年後見センター、東濃地区福祉サ

ービス利用センターの相談員
◎問合せ NPO成年後見センター　155-8408

東濃県税事務所では、納税出張窓口を開設します。
納税通知書を持参し、是非この機会を利用して納

めてください。また軽自動車の納税窓口も同時に開
設しますのでご利用ください。
・場　所 ユニー瑞浪店
「自動車税は５月31日（月）までに納めましょう」
◎問合せ 自 動 車 税：東濃県税事務所

123-1111 内線236
軽自動車税：税務課　1内線120

中山道の古い町並みと木曽川の清流にはさまれた
小高い山の中に、岳見高原キャンプ場はあります。
植物の種類の多さと、夜空の美しさ、変化に富ん

だ地形は、自然の楽しさを充分満喫していただけま
す。是非ご利用ください。
・開設期間 ５月１日（土）から10月17日（日）の期
間で、夏休み期間（７/17～８/29）は毎日、その
他の期間は土日祝日のみ利用可能です。

・利 用 料 ２泊３日まで
高校生以上：1,000円
小 中 学 生： 500円
幼　　　児：無　料

（デイキャンプは上記利用料の半額）
・申 込 み 大湫コミュニティーセンター（平日）163-2360

自然ふれあい館（土日） 163-0015
キャンプ場（開設期間中） 163-3928

◎問 合 せ 大湫コミュニティーセンター内
岳見高原キャンプ場協会 163-2360

土型を使って鉢カバーを作ります。作陶指導員が
サポートしますので、気軽に作陶に挑戦してみては
いかがですか。
なお、当日はセラパークで「ガーデンフェスティ

バルMINO2004」が開催されています。
自分で作った植木鉢カバーに合う花でも探してみ

ませんか。
・期　日 ５月28日（金）～31日（月）
・時　間 10時～16時
・場　所 セラミックパークMINOカスケード広場

（多治見市東町４-２-５）
・持ち物 エプロン
・申　込 電話またはファックスで下記まで
◎問合せ （財）セラミックパーク美濃

128-3200 FAX25-4138

・相談内容 相続、夫婦、土地、貸金関係等
・相 談 員 弁護士、裁判所職員、法務局職員
◎問合せ 岐阜地方裁判所　事務局総務課

1058-262-5121

岳見高原キャンプ場ご利用案内

『パートタイム労働ガイダンス』

気軽に作陶体験
“植木鉢カバーづくり”

“５月１日から７日までは憲法週間です”
無料法律相談所開設

高齢者・障害者権利擁護出張相談を始めます

自動車税の納税出張窓口を開設

東濃ホスピス研究会
第６回総会・特別講演会

５月８日（土） まなびパークたじみ

５月６日（木） 10時30分～15時
マーサ21 ４階マーサホール（岐阜市正木）

５月23日（日） 10時～16時
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県では、「岐阜県男女が平等に人として尊重され
る男女共同参画社会づくり条例」に対して意見を述
べる審議会の委員を募集しています。
・募 集 人 員 ２人
・委員の任期 ７月１日～平成18年６月30日
・応 募 資 格 ４月１日現在で20歳以上、かつ県内

に居住、通勤･通学する者
・応募締切 ５月20日（木）
・申 込 方 法 応募書と800字以内レポート提出

テーマ「男女共同参画社会の実現の
ために私ができること」

◎申込・問合せ
〒500-8570（所在地記入不要）

岐阜県地域県民部　男女共同参画室
1058-272-1111 内線2431・2432

東濃地区交通安全協会では今年も優良運転者の表
彰を行います。会員の方で選考基準に該当する方は
申請してください。

◆申請期限 ５月10日（月）～31日（月）
◆申請書提出先 校区分会長（または分会役員）
◆申請に必要なもの 表彰申請書・無事故、無違反
証明書交付申請書・過去に受章した表彰・証明書
交付手数料700円・印鑑
◎問合せ 交通安全協会事務局　125-0241

労働保険の平成15年度確定保険料と平成16年度概
算保険料の申告・納付手続きは、済みましたか。
※申告・納付期限は５月20日です。
期限までに正しく申告・納付を終えていただきま
すようお願いします。
◎問合せ 多治見労働基準監督署　122-6381

シルバー人材センターでは、健康で働く意欲のあ
り、60歳代前半層の方を対象にパソコン講習会を開
催します。
・期　　日 ６月16日（水）～29日（火）
・会　　場 瑞浪共同福祉施設
・定　　員 20人程度（応募者多数の場合は抽選）
・参加費用 無料
・申込方法 市役所、各コミュニティセンター、商

工会議所、シルバー人材センターの窓
口にあるパンフレットの申込書に必要
事項を記入し申し込んでください。

・申込締切 ６月１日（火）当日消印有効
◎問 合 せ
（社）瑞浪市シルバー人材センター　168-8744

・期　日 ５月６日（木）～31日（月）
水・土日祝日除く

・時　間 14時～18時
・会　場 ポリテクセンター岐阜

（土岐市泉町定林寺）
・定　員 20人　受講料無料
・持参品 筆記用具、3.5インチフロッピー
・内　容 表計算、電子メール、ホームページ検索

等の自学自習（ＩＴサポーターが質問等
に対応）

※お気軽にお申し込みください。
◎申込・問合せ
岐阜職業能力開発促進センター　154-7155

６月１日は、「人権擁護委員の日」です。岐阜県
人権擁護委員連合会及び多治見人権擁護委員協議会
では、全国一斉「人権擁護委員の日」特設相談所を
開設します。いじめ、借地・借家、家庭内・近隣間
のもめごとなど毎日の暮らしのなかで起こる様々な
問題や悩みごとについて、人権擁護委員が相談に応
じます。また、相談は無料で秘密は厳守しますので、
どなたでもお気軽にご利用ください。
・相　談　日 ６月１日（火）10時～15時
・場　　　所 市役所１Ｆ　市民相談室
・相談担当者 人権擁護委員
◎問合せ 市民課　1内線111

岐阜地方法務局多治見支局
多治見人権擁護委員協議会事務局
122-1002（代）

「技能講習・パソコン（初級）」受講者募集

ＩＴ学習支援（自学自習）コース受講者募集

優良運転者の表彰

全国一斉「人権擁護委員の日」
特設相談所開設

「岐阜県男女共同参画21世紀審議会」
委　員　の　募　集

事業主の皆様
「労働保険料の申告と納付はお早めに」

表彰種別
優良運転 運　　転 無事故無

表彰暦
者章の色 経　　験 違　　反

地区模範章 緑　色 ５年以上 ５年以上 －

模範章 銀　色 10年以上 ５年以上

優良章 金　色 15年以上 ５年以

優秀賞 金　色 15年以上 10年以上

県
表
彰

地区模範
章受賞者
模範章受
賞後２年
以上の者
優良章受
賞後２年
以上の者
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総務省及び経済産業省では、６月１日現在で事業
所・企業統計調査、商業統計調査及びサービス業基
本調査が全国一斉に1枚の調査票で同時に実施され
ます。
この調査は、統計法に基づいて実施される国の重
要な調査です。全国の民営の事業所が全て対象にな
ります。５月中旬から調査員が各事業所に伺います
ので、ご協力をお願いします。
◎問合せ 男女共同参画推進室

（統計担当） 1内線335

不幸にして一家の働き手（父、母）が自動車事故で
亡くなったり、重度の後遺症が残った場合、その家
庭の赤ちゃんから中学校までのお子さんを対象に、
無利子で育成資金をお貸しします。
これは、扶養している保護者が所得税や県・市民
税を納めていないなど一定の条件にあてはまること
が必要です。
・貸 付 金 一時金：155,000円

月　額： 20,000円
（小中学校入学時支度金：44,000円）

・返還方法 中学校卒業後、１年を経過したのち20
年以内で無理のない割賦返済

＊ただし、高校大学等への進学者は、在学期間中
は返還が猶予され、卒業後６ヶ月経過後返還

◎問合せ 独立行政法人（国土交通省）
自動車事故対策機構　岐阜支所
1058-263-5128

日本赤十字社では、赤十字活動をさらに充実する
ため、社資を募集しています。
本年は、『守ろう人間の尊さを』を国際標語に、

５月１日から31日までの一ヶ月間を『赤十字社員増
強運動月間』と定め、全国一斉に運動を展開します。
赤十字活動をさらに充実するため広く市民の方々
に赤十字精神（国際活動、災害救護活動、ボランテ
ィア活動）をご理解いただき、事業に対する積極的
なご支援、ご協力をお願いします。
・一般社資 一世帯　430円
・納入期限 ７月１日（木）
・納入場所 各地区の区長会で取りまとめをお願い

しています。
◎問合せ 社会福祉課　1内線101

「中部の未来創造大賞」は、住民・企業・学校・
行政が地域づくりに取り組んでいる活動を募集し、
すぐれた活動を表彰し、中部の発展に役立てようと
するものです。皆さんの積極的なご応募をお待ちし
ています。詳細は、下記までお願いします。
◇締　切 ６月30日（水） 当日の消印有効
◇提出先 〒460-8575 名古屋市中区丸の内3-5-10

中部の未来創造大賞推進協議会事務局
◎問合せ 国土交通省中部地方整備局技術管理課

1052-953-8131
社団法人中部建設協会　企画部　企画課
1052-962-2227

語学に堪能で、法廷通訳をやってみたいという意
欲のある方は、下記までお問合せください。
◎問合せ 岐阜地方裁判所　刑事訴訟事務室庶務係

1058-262-5121

・場　所 土岐川堤防周辺
名滝橋～和合橋ほか

・内　容 草刈り、空き缶などのごみ拾い
・服装と持ち物 作業のできる服装で、草刈機、鎌

などをご持参ください。
◎問合せ 環境課　1内線491

統計調査にご協力を

育成資金のご案内

－法廷通訳を募集します－

赤十字社資の募集

「第５回中部の未来創造大賞」
募集のお知らせ

６月６日（日）７時30分～（小雨決行）

ふふふふるるるるささささととととのののの川川川川をををを美美美美ししししくくくく
土土土土岐岐岐岐川川川川清清清清掃掃掃掃ににににごごごご協協協協力力力力をををを
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岐阜県では依然として献血者が少なく、輸血用の
血液が足りないため、他県から分けていただいてい
る状態です。目標は、岐阜県内で必要量を確保する
ことです。瑞浪市でも、平成16年度、献血車が地区
を回ります。ぜひ、皆様の温かいご協力をお願いい
たします。

◎問合せ 保健センター　167-2700

児童手当は、平成16年６月分から16年度（平成15
年中）の所得額で認定します。
就学前の児童を養育している方で、今までに所得

制限等で受けられなかった方も、受給できる場合が
あります。手続きをした翌月からの支給になります
ので、５月中に申請をしてください。
※公務員の方は職場で申請してください。
○持ち物 ①印鑑②預金通帳（受給者名義で郵便局
以外のもの　※子ども名義は不可）③平成16年度
児童手当用所得証明書（平成16年１月１日現在、
住所登録のあった市町村役場の税務担当課で取れ
ます。瑞浪市に住所登録のあった方は必要ありま
せん。）
※現在、児童手当を受給している方は、６月中に
現況届（更新）の手続きがありますので、新規
の手続きは必要ありません。６月上旬に現況届
一式と案内文書をお送りします。

※制度改正に伴う手続きにつきましては、改正法
成立後、広報にてご案内させていただきます。

◎問合せ 社会福祉課　児童家庭係　1内線160

献血（200ml/400ml）にご協力ください

児童手当の新規申請のご案内

実施日 場　　所 時　　間

大湫病院 10:00～11:30
５月19日（水） 中京短期大学 12:45～14:30

丸理印刷株式会社 15:00～16:00

ハートピア（市民福祉センター）相談室
◆行政相談 市民課　1内線105

日時…５月10日（月） 10時～15時
◆人権・法律相談 市民課　1内線105

日時…５月20日（木） 10時～15時
◆結婚相談 市民課　1内線105

日時…５月12日（水）・23日（日）
10時～16時　　　

◆心配ごと相談 社会福祉協議会　168-4148
日時…毎週月曜日 10時～15時（３日を除く）

市役所１階市民相談室
◆身体障害者相談 社会福祉課　1内線104
日時…５月７日（金） ９時～12時

◆住宅修繕相談 都市計画課　1内線245
日時…５月18日（火） 10時～15時
※高齢者向け住宅改修相談も有り

◆税務相談 税務課　1内線120
日時…５月20日（木） 10時～15時

◆移動家庭児童相談 社会福祉課　1内線102
・陶児童館　５月12日（水）10時～12時
・子育て支援センター（稲津保育園内）

５月12日（水）13時30分～15時30分
・釜戸コミュニティセンター

５月19日（水）10時～12時
・日吉コミュニティセンター

５月19日（水）13時30分～15時30分

こぶし相談室（勤労青少年ホーム）
◆母子相談 社会福祉課　1内線102
日時…５月11日（火） ９時～12時

共同福祉施設（サンライズ）
◆教育相談 学校教育課　1内線488
日時…毎週火・金曜日　13時～17時
（４日を除く）

◆電話相談　相談日のみ　167-3338

○市県民税（特別徴収） ４月分 ５月10日
○軽自動車税 ５月31日
○国民健康保険料 ５月分 ５月31日
○保育料 ５月分 ５月31日
○水道料金・下水道使用料 ４月分 ５月31日
○介護保険料 ５月分 ５月31日

５月６日（木）・12日（水）・18日（火）・23日（日）・
29日（土）

斎場のお休み 市民課　1内線105

今月の納期（お支払いは便利な口座振替で）

相 談 コ ー ナ ー
（５月分）（５月分）（５月分）（５月分）（５月分）（５月分）（５月分）（５月分）（５月分）（５月分）（５月分）（５月分）（５月分）（５月分）（５月分）（５月分）（５月分）

（月）
（月）
（月）
（月）
（月）
（月）



健康だいすき  健康だいすき  健康だいすき  健康だいすき  
ヘルスインフォメーション　保健センター　1６７－２７００ 

広報みずなみ  発行／瑞浪市  〒509-6195  岐阜県瑞浪市上平町1丁目1番地  168-2111  http://www.city.mizunami.gifu.jp/index.html

新 首 都  

「東京から東濃へ」 
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日本脳炎（初回・追加）予防接種 前立腺がん検診 
申し込み期限を延長します 

麻しん予防接種 

健康相談 

乳幼児健診・相談・歯みがき教室 ＜場所＝保健センタ－　　料金＝無料＞ 

　上記予防接種の申し込み期限を５月21日（金）まで
延期します。該当者でハガキを提出されていない方は、
至急保健センターへ申し込みください。 
　詳細は、広報みずなみ４月１日号をご覧ください。 
　今回の期限を過ぎれば申し込みはお断りします。 
☆すでに申し込みをされている方は、早目に医療
機関へ電話予約してください。 

【対象者】　平成15年５月生まれ 
＊満７歳半（90ヶ月）未満でまだ接種していな
い児も含む。 

　　　ただし、麻しんにかかったことのある児は除く。 
【方　法】①５月25日（火）までに、申込みハガキを

保健センタ－まで提出してください。 
　　　　　②６月１日（火）以降に希望した医療機関

に電話予約をし、接種して下さい。 

健診・相談名 実　施　日 受付時間 対　象　者 持　ち　物 

９時～11時 

12時30分開始 

15時開始 

平成15年５月生まれ 
母子健康手帳 
お茶 

２歳児はみがき教室 

３歳児健康診査  
※健診終了後希望者
に歯みがき教室を実
施します 

９時50分～10時 
（終了は11時30分） 

５月20日（木） 

母子健康手帳 
歯ブラシ・コップ 
※汚れてもいい服装で 
　おいでください 

母子健康手帳・早朝尿（50cc） 
歯ブラシ・コップ 
※保護者の歯科健診等 
　同時に実施します。 

平成14年５月生まれ 

平成13年５月１日～ 
　　　５月15日生まれ 

平成13年５月16日～ 
　　　５月31日生まれ 

５月17日（月） 

2歳6ヶ月児はみがき教室 平成13年11月生まれ ５月18日（火） 

3歳6ヶ月児はみがき教室 平成12年11月生まれ ５月25日（火） 

５月21日（金） 

５月28日（金） 

1歳児すくすく教室 

平成16年１月生まれ 母子健康手帳 
第１子　13時開始 
第２子以上は 
13時45分～14時15分受付 

５月25日（火） 4 ヶ 月児健康診査  

平成10年５月生まれ 
母子健康手帳 
コップ・タオル ５月19日（水） ６歳臼歯ムシ歯予防教室 

　年に１度前立腺がんの検診を受けましょう。 
《対 象 者》　50歳以上の男性 
《内　　容》　問診・血液検査（PSA値） 
《実施場所》　希望の医療機関（市内の指定医） 
《実施期間》　平成16年４月１日～平成16年12月末日 
《個人負担》　５００円 
※希望される方は、保健センター（67－2700）へお
申し込みください。受診票と検診票を送ります。 

5月12日（水） 保健センター 

指定医療機関名 
タチ医院 

東濃厚生病院 
（健康管理センターで受付） 

瑞浪病院 
セオ医院 

佐々木外科医院 
宮川クリニック 
岩島医院 

明生クリニック 
タルミ医院 
嶋崎内科医院 

わだ内科外科クリニック 
高村耳鼻咽喉科 
勝股医院 
西尾医院 
石田医院 

塚田婦産科院 
大湫病院 

実施時間 
月～金　診療時間内 

月～金　8：30～11：30
 

 
第３土　診療時間内 
診療時間内 
診療時間内 
診療時間内 
診療時間内 
診療時間内 
診療時間内 
診療時間内（第３月を除く） 
診療時間内 
水　　14：30～15：00 
診療時間内 
月～金　９：00～12：00 
診療時間内 
診療時間内 
月～金　　13：00～16：00

日　時 内　　容 相談名 

14時30分 
　～15時 

医師による健康相談 医師による個別相談 
血圧測定・尿検査 

９時30分 
　～11時 

乳幼児相談 

14時～16時 栄養相談 

身体測定と育児相談 
＊母子健康手帳を持参してください。 
管理栄養士による個別相談 




